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第 15回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 情報検討委員会 
（2024年 1月 9日開催） 

評価・提言 
 
統合情報開発室（室長︓桝屋 啓志） 
 
1． 事業実績について 
 
（1） 前回委員会（2022年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 内外との連携、国際標準化への推進、様々な方法による人材の確保など、指摘事項への対応は十
分になされており、第４期最終年度にむけた研究開発の進捗は申し分ない。 

 特に人材確保、人材雇用（国際交流やオントロジー開発、大規模データ解析）を実際に進めている
点は高く評価できるとともに、人材が投入されたことで、今後の成果に確実に反映されることが期待でき
る。 

 各委員からの意見を取りまとめた上で、適切に対応している。一部、対応中の事項もあるように見受け
られるが、毎年、多くの優れた進捗、成果を挙げている。 

 
（2） 令和５年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は世

界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 
 達している。特に、国際性及び世界の他機関の比較でも、例えば、リソース検索システムの規模はトッ
プクラスであり、また、AI を活用した情報収集の効率化に取り組むなど、先端技術の実証を意識してい
る点は、大いに評価すべきである。 

 NBRPや NBRCなどの国内リソースセンターと RDF化でも連携しており、国内のリソース情報を集約し
て提供するための基盤構築に貢献している。 

 国際化・人材育成についても現状のセンターの規模としては十分に実績を上げているが、世界の主要
なセンターの水準に達するためには人員のための予算を増額する必要もあるように思われる。 

 BRCは、マウス、植物、細胞、遺伝子、微生物のリソースを 1 つのセンターで扱う世界をリードするバイ
オリソースセンターであり、統合情報の充実により、月当たりのアクセスユーザー数 5.5万ユーザー、訪問
回数 9万回、閲覧ページ数 30万ページ閲覧と、第 4期で倍増するなど、順調に増加し、広く利活
用されており、世界の主要なバイオリソースセンターの水準に達しているといえる。 

 我が国の科学分野の資金量は世界の主要センターを有する国との比較では十分とはいえず、また配分
方法も BRC のような地道で継続的な活動を行う分野に対しての配慮を欠く側面があり、世界水準を
維持するのは容易なことではない。そのような環境においても、現在の開発室の実績は世界の主要セン
ターの水準で行われている。 

 FAIR メトリクスの向上などから BRC のバイオリソース事業は海外のバイオリソースセンターと比べて、十
分に遜色ないものであると判断できる。一方、国別のアクセス数などの情報は示されなかったが、中国か
らのアクセスが下がっていることなどへの考察は今後の国際的なバイオリソースセンターの在り方を占う意
味で有益だと思われる。また、可能であれば、BRC のユーザーのニーズを研究者や産業応用などに分け
て整理された上でバイオリソース整備事業の妥当性を考察されるとより説得力のあるものになると思われ
る。 
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（3） 令和 5年度の活動は、理研 BRCの第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7年

間）に沿い適切か、また、センターの発展に貢献したか 
 国際標準化、横断検索の改良及びウェブ等の維持管理など、BRC の中長期計画との整合性を意識
した活動となっていた。 

 バイオリソース関連のメタデータ統合、バイオリソースとその特性情報の利活用促進に向けた、データの充
実化やウェブサイトの機能・コンテンツ強化に加え、大規模データ解析技術・データ可視化技術の開発
と共同研究での成果により BRC の発展に貢献している。TRIP計画など理研の情報センターとしての
貢献も期待される。 

 横断検索について、複数生物種と複数カテゴリーに渡る材料の検索は根本的に難しい課題である中
で、現状シンプルで使いやすい検索を提供していると評価できる。開発中のアドバンスド検索についてベ
ータテストの段階から、検索機能が強化されると考えられる。一方、マウスとシロイヌナズナを同時に検索
する研究者は少ないと考えられるため、ある程度のところで横断検索の開発は良しとし、開発室別の検
索の強化、遺伝子疾患、マウスゲノムへの注力が適切であると思われる。推進室との連携によるウェブ
広報コンテンツの充実化はクオリティも高く、BRC のような研究基盤を支えるセンターからの発信として
「女性研究系職員のインタビュー」は大いに意味があると思うし、楽しみに拝見していた。 

 令和 5年度の活動は、BRC の第 4期中長期計画に沿い、中核的拠点として、研究動向・ニーズに
対応し、バイオリソース関連のメタデータ統合・国際標準化・横断検索機能強化、コンテンツの充実とメ
ールニュースの配信等の発信、ウェブサイトの今後についてのアンケート調査に取り組んでおり、適切であ
る。また、BRC の発展に大きく貢献している。 
 

2． 事業計画について 
 
(1) 令和 6年度の計画は理研 BRCの第 4期中長期計画に沿い適切か、また、センターの発展に

貢献するか 
 令和５年度までの活動を発展させ、成果の公開と活用を目指しており、第４期中長期計画に沿った
適切なものである。 

 適切に計画されていると認められる。実施には強弱メリハリをつけることが必要であり、開発室コンテンツ
の必要な刷新、求められる充実化に注力すると良いのではないかと考える。これには各開発室の協力
が不可欠で、開発室側の負担なしに進めることは難しいこともあり、１、２の開発室を対象として進め
ながらも、進め方、進捗などは全開発室と共有し、理解を得ながら進められると良い。 

 令和 6年度は、第 5期の計画を立案することが重要である。統合情報開発室は、第 5期に向けて情
報基盤のグランドデザインの検討に取り組んでいるが、BRC 全体と各開発室のグランドデザインを踏まえ
て検討することが期待される。 

 理研 TRIP 計画推進による理研内のいわばデータ取りまとめ、DX の先導は BRC の位置づけ向上、
発展に大きく寄与すると思料する。ぜひ、第 5 期を含めたロードマップ、アウトカムを明確にした上で進め
てほしい。 

 
(2) 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 ウェブページ等へのアクセス状況から、利用者の識別情報を得る仕組みの試行を継続してほしい。危機
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管理としての、セキュリティ確保及びサーバーの２重化や研究所内クラウドの活用などの効率化も重要
な計画事項である。 

 大規模データ解析の合成微生物叢による実証実験は、これまでになかった計画である。JCM リソース
の利活用には大きく貢献するものとして期待する。新規に整備すべきリソースや開発の種が見えてくると
思われる。第５期に向けた計画にも書かれていたが、LLM を応用したデータベース利用環境は今後進
めるべき大きな方向性の一つと考えられる。 

 必要な GPU マシンなどはどのように手当していくか、今後のハードウェア等調達計画はどのようになるか、
円安やセキュリティ面での対策増加も含め費用が気になった。 

 BRC全体、各開発室と、整備すべきリソース、研究開発、技術開発についての協議が望まれる。令和
5年度に、ウェブサイトの今後についてのアンケート調査を実施し、各開発室から意見を聴取したことは
高く評価したい。アンケート調査によると、リニューアルや統一に疑問があるということであるので、BRC が
保有する、それぞれのバイオリソースの特性を活かした統合情報のあり方について、今後、さらなる議論
が望まれる。 

 計画に沿って着実に開発をすすめればよいと考える。BRC に利することが期待できる新技術については
室長の意見により取り組めるよう、センター長はじめマネジメント側の判断や指示が必要である。 

 あまり進んでいないと伺ったサーバー集約や、理研内外のクラウドへの移行、AI プラットフォームの運用な
どは、一度、対外的にアクシデントやインシデントが発生すると信用低下に繋がりかねず、今後も継続的
に注力してほしい。 

 
３． その他（長期的展望からの助言や提言等） 

 
 バイオリソースの統合利用のための次世代の標準仕様を策定・提案されてはどうか。 
 統合情報プラットフォームのグランドデザインにおけるバーチャル世界と実世界を繋ぐ基盤形成は長期的
にも重要なテーマであるが、デザインにおいて各リソースとの連携や統合の方向性がもう少しはっきりする
といいと思う。バーチャル世界と実世界を結ぶ、高品質データ化・制御結果のフィードバック、制御、未来
実現と言ったキーワードと各リソースがどう関係してくるのかの具体例がいくつか見えてくるとよい。 

 BRC外との連携を理研の内外を問わずに積極的に進めていることは高く評価する。BRC内の各リソー
ス担当者もより積極的に関わる機会を増やすといいのではないかと思われる。そうすることによって、BRC
の情報基盤を各リソースの観点から改善したり、リソース自体の見せ方や横のつながりを強化したりする
ためのアイデアも出てくるのではないだろうか。 

 AI、LLM の活用をどのように行うか、本来であれば研究的なアプローチと、それとも公開された技術や実
装されたものを応用する形の両面が良いと思われるが、今年度だけを見ても急速に発展した反面、実
際は未知数の部分も多い。そのような中で AI、LLM を第５期の計画にどのように盛り込むかは、難し
いと思われる。事業という観点から、「研究トレンドに対応するための情報基盤構築」は非常に重要な
課題であると思うので、そこを中心に AIなど活用する形で組み立てて行くと良いのではと感じた。 

 BRC のミッション「最先端・最高水準のバイオリソースを世界の研究者へ」に基づいて、「世界の研究
者」が、マウス、植物、細胞、遺伝子、微生物等をいかに寄託して、いかに利活用できるようにするか、
各開発室と統合情報開発室が連携できる体制を整えることが重要である。 

 優秀な研究者・技術者を継続的安定的に雇用し、長期的に技術を高めながら開発し運営を維持す
ることが極めて重要であると考える。理研の他の研究グループとの違いを本部に理解してもらい、BRC に



4 
 

必要な措置を得ることをお願いしたい。 
 オープン・クローズ戦略、特に産業界におけるクローズドデータも視野に入れた検討を始めたことは大変
素晴らしい方向性と思われる。第 5期のグランドデザインにおいてはぜひ、具体的にどのようなアクション
を行っていき、何を成果とされるのか検討してほしい。 


